
製品スペック、特徴です

フレームの色

伝送距離

充電時間

包装リスト

黒

10メートル

1 ~ 2時間

ペア名
bluetooth
プロトコル
使用時間 4 ~ 5時間

フレームの材質 樹脂

バッテリー容 110mAhのバッテリー

待機時間 200時間(ブルートゥー
ス接続)

眼鏡、充電ケーブル、眼鏡ポーチ(眼鏡布になります)、説明書、保証書

主要ブランドのスマートフォンやタブレットなど、bluetoothを搭載した機器に対応します。

aptX、apx-hd対応でCD並みの音質を実現しました。

左右2つのスピーカー、指向性再生、本格的なステレオサウンドです。

機能ボタンの説明です

スピーカーの発音孔

ランプです

Type-c充電口

下のボタンです

上のボタンです

頭の穴(通話穴)

充電/開閉器

Type-c充電ケーブルをメガネの充電パッドに差し込
むだけで充電できます作動状態/停止状態でも電源が入りません。

充電状態：インジケータは充電時には点灯し、フル充電時には点灯しません。

電源を入れます：上部のボタンを4秒押します。メガネから起動指示音(汎用音源
power on)が流れます。デフォルトは英語システムです。
シャットダウン:上部のボタンを6秒押します。メガネがシャットダウン指示音
(汎用音源power off)を流します。

電源を入れます
上のボタンを4秒押します

シャットダウン
上のボタンを6秒押します

注意:iphoneの電源を切っている間は上のボタンを押して音声アシスタントを起動させた後、
離さずに長押しして、電源の電源を切っています。

1.眼鏡の電源を入れて点滅の白いライト、携帯電話のブルートゥースを開きます。
Audio eyewearというデバイス名を検索して接続します。

2 .メガネとスマートフォンのペアリングに成功し、ホワイトライトが消えます。「Connected」。
3 .メガネと携帯電話を切断し、白灯を消します。ヒント音:Disconnectedです

ブルートゥースのペアリングが成功した後にホワイトランプが消え、
机器が一時停止状態になります。

音楽の再生/一時停止です:上、下端のボタンを短く押します。(3分操作していないと睡眠状態に入って、短く上、下
 のボタンを押して活働します)
音量を上げます：上端のボタンを2回連続で短く押すと音量が1段階上がり、連続して音量を上げると「dit dit」と
聞こえて最大音量になります。
音量を減らします：下のボタンを2回連続で短く押すと音量が1段階減ります。連続して音量を下げると「dit dit」
と聞こえます。
歌曲切り替えます:上端のボタンを3回短く押し続けて、前の曲に切り替えます。下のボタンを3回短く押し続けて、
次の曲に切り替えます。

スマート音声です
眼鏡のbluetooth接続の状態の下で、短く2秒を押して上、下端の任意のキー、スマートな音声機能に切り込み。
あと1秒短く上下ボタンを押すと、スマートボイス機能をキャンセルします。

通話状態

スリープ状態/バッテリー状態
1 .机械をオンにした後、眼鏡は検索状態にあって、携帯電話のbluetoothを検索していない後に、3分後に自働的
    にシャットダウンします。
2.メガネが一時停止状態にあるとき、ホワイトライトはずっと点灯して、3分後にホワイトライトが消えて、メガネは
    深い休眠状態になります。
3.バッテリーは5%以下です。眼鏡は1回の低電圧の音(汎用音源battery low)を再生します。白いランプが点かな
    いままです。電源が切れてシャットダウンするまで使います。。

注意事項
1.初めてのご利用は本製品をフル充電にしていただきます。◆長期間(2周間以上)無充電の場合は、ご使用前に充電していただきます。
2.汚れたレンズは直接拭くのではなく、濡れたレンズを布で拭きます。なるべくスエードで吸水性の強い布を使い、軽く拭き取ります。力を入れすぎず、同じ方

向を向いて拭いてはいけません。チップの上がぐるぐる回っています。
3.何かの理由で本製品を取り壊したり、修理したりしないでください。そうしないと発火、電子破壊、完全な損傷につながるおそれがあります。
4.温度が低すぎたり高すぎたり(0℃以下または45℃以上)しないでください。◆製品を液体に浸すことはご遠慮ください。
5.眼鏡を長時間日光に当てたり、形が崩れたり、老化したり、折れたりしてはいけません。◆充電ケーブルを金属物に吸込しないで下さい。吸込金属物によ

る短絡危険を防止します。
6.充電が完了したら、充電器と本机器の接続を切ってください。充電器を抜く必要があります。連続充電時間は12時間を超えないでください。
7.古い電池を生ゴミの中で処理しないでください。電池を処分する場合、電池が発火または爆発する可能性があります。現地の規定に従って、本製品、電池

及びその他の付属品を処理してください。
8.電池の分解、沖突、押圧、火への投入は禁止です。大きく膨らんだ場合は、使用しないでください。
9.電池の膨張がひどい場合は、使用しないでください。◆本製品のメンテナンスはご遠慮願います

難聴を避けるため、大音量の長時間使用はご遠慮願います。

通話/切れます：上下のボタンを短く押して通話したり切ったりします。
着信拒否:ブルートゥース接続状態で着信を拒否する場合、上下のボタンをダブルクリックして着信を拒否します。
音量調節:上端のボタンをダブルクリックして音量を上げ、下端のボタンをダブルクリックして音量を下げます。
2番目の着信をオン/第三者の通話を切り替える:上、下のボタンを1回クリックします。
現在の通話を切って、2番目の着信をします。上と下のボタンを1秒クリックします。

使用状態

使用状態 音楽を再生します

切り替えます:切断または未接続のデバイスオフ状態です。上下のいずれかのキーを5回連
続で押すと、英語と中国語の切り替えが働きます。切り替えが成功するとアラーム音が挿
入されます。(ユニバーサル音源Englishまたは中国語)マシンはデフォルトで英語です。

Bluetoothのペアリングです

蓝牙眼镜说明书Bluetooth Glasses manualbluetoothメガネのしよう仕様かき書です



FCC Statement
This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class B digital 
device,pursuant to part 15 of the FCC Rules.
These limits are designed to provide reasonable protection against harmful interference in 
a residential installation. This equipment generates,uses and can radiate radio frequency 
energy and, if not installed and used in accordance with the instructions, may cause 
harmful interference to radio communications. However,there is no guarantee that 
interference will not occur in a particular installation. If this equipment does cause harmful 
interference to radio ortelevision reception, which can be determined by turning the 
equipment off and on,the user is encouraged to try to correct the interference by one or 
more ofthe following measures:
—Reorient or relocate the receiving antenna.
—Increase the separation between the equipment and receiver.
—Connect the equipment into an outlet on a circuit different from that to which the 
receiver is connected.
—Consult the dealer or an experienced radio/TV technician for help.
This device complies with part 15 ofthe FCC Rules. Operation is subject to the
following two conditions:
(1)This device may not cause harmful interference, and
(2)this device must accept any interference received, including interference that may 
cause undesired operation.
Any changes or modifications not expressly approved by the party responsible for 
compliance
could void the user's authority to operate the equipment.
This equipment complies with FCC radiation exposure limits set forth for an uncontrolled 
environment .The device has been evaluated to meet general RF exposure requirement. 
The device can be used in portable exposure condition without restriction.




